
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
統
計
に
み
る
利
水
状
況

末

至

行

尾

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

徴
発
対
象
物
件
と
し
て
の
水
車

利
水
の
一
つ
の
形
態
に
水
力
利
用
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
が
多
年
手
掛
け
て
い
る
水
力
利
用
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
も
、
今
年
度

掲
げ
ら
れ
た
「
治
水
・
利
水
の
歴
史
地
理
」
の
テ
l
マ
に
間
違
い
な
く
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

水
力
利
用
の
歴
史
的
経
過
の
中
で
も
、
筆
者
が
今
ま
で
主
と
し
て
取
扱
っ
て
き
た
の
は
水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
の
状
況
で
あ
る
。
本

稿
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、

か
ね
て
か
ら
顧
慮
し
な
が
ら
手
っ
か
ず
で
い
た
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
基
づ
く
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
は
、
明
治
一
五
年
に
布
告
さ
れ
た
「
徴
発
令
」
を
根
拠
に
、
旧
陸
軍
が
軍
用
目
的
の
た
め
に
編
集

し
、
明
治
一
六
年
か
ら
刊
行
し
始
め
た
統
計
垂
直
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
戦
時
ま
た
は
事
変
に
際
し
て
地
方
の
人

民
に
賦
課
し
徴
発
す
る
こ
と
の
可
能
な
物
件
・
員
数
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る

T
Y
明
治
八
年
お
よ
び
一

0
年
代
前
期
に
刊
行
さ
れ
た
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『
共
武
政
表
』
も
、
同
様
な
趣
旨
で
編
ま
れ
た
軍
用
統
計
で
あ
っ
た
す
)
。

た
だ
こ
の
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
『
共
武
政
表
』
が
人
口
千
人
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(
明
治
八
年
版
)
ま
た
は
百
人
(
明
治
一

0
年
代
前
期
版
)
以
上
の
集
落
(
輯
接
地
)
に
限
っ
た
統
計
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
徴
発
物
件
一
覧

表
』
で
は
そ
の
よ
う
な
限
定
は
設
け
ら
れ
ず
、
集
落
こ
と
ご
と
く
を
網
羅
し
た
上
で
の
統
計
で
あ
る
点
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
収
め
ら
れ
た
内
容
は
『
共
武
政
表
』
の
そ
れ
に
比
べ
て
は
る
か
に
充
実
し
て
い
る
。

『
共
武
政
表
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
水
車
は
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
で
も
同
様
に
そ
の
員
数
が
拾
わ
れ
て
い
る
。
『
共
武
政
表
』
水
車

に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
先
に
こ
れ
を
米
揚
水
車
に
限
ら
れ
た
も
の
と
推
論
し
た
が
(
立
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』

の
水
車
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

米
揚
水
車
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
作
成
の
基
礎
と
な
っ
た
「
徴
発
事
務
条
例
」
が
明
治
一
九
年
に
改
正
さ
れ
た
際
、

採
録
さ
れ
る
べ
き
水
車
の
基
準
が
改
め
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る

7
1

一
水
車
ハ
製
糸
紡
績
抄
紙
等
-
一
周
ル
モ
ノ
、
外
ハ
総
テ
記
載
ス
ヘ
シ

但
蒸
気
精
米
器
械
所
ア
ラ
ハ
水
車
場
ノ
欄
ニ
其
数
ヲ
別
掲
シ
キ
印
ヲ
付
ス
ヘ
シ

さ
ら
に
二
三
年
の
改
正
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
(
5
)
O

一
水
車
場
ハ
精
米
ニ
使
用
ス
ル
モ
ノ
ヲ
掲
ク
ヘ
シ

若
シ
蒸
気
器
械
ノ
精
米
所
ア
レ
ハ
之
ヲ
分
記
シ
テ
肩
ニ
※
ノ
符
号
ヲ
付
ス
ヘ
シ

排
除
す
べ
き
種
類
の
水
車
を
挙
げ
る
だ
け
で
消
極
的
な
指
摘
に
終
っ
て
い
る
一
九
年
改
正
の
説
明
に
お
い
て
も
、
蒸
気
器
械
精
米
所
の
数

を
同
一
欄
に
記
入
す
る
こ
と
を
命
じ
た
「
但
」
書
の
文
言
で
も
っ
て
水
車
は
精
米
水
車
に
限
ら
れ
て
い
た
状
況
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
二
一
一
一

年
改
正
の
説
明
は
よ
り
明
載
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
後
年
の
こ
れ
ら
の
説
明
は
、
遡
っ
て
編
集
者
が
当
初
か
ら
設
け
て
い
た
基
準
で
あ

っ
た
と
み
な
す
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

先
述
の
通
り
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
は
集
落
の
悉
皆
調
査
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
水
車
に
関
し
て
も
『
共
武
政
表
』
で
は
捕
捉
さ
れ
な



か
っ
た
小
集
落
の
分
が
、
広
汎
に
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
先
の
筆
者
の
単
純
な
比
較
計
算
で
も
、
明
治
一

0
年
代
前
期
の

『
共
武
政
表
』
の
水
車
と
明
治
二

0
年
代
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
水
車
と
の
聞
に
は
、

そ
の
数
に
四

1
五
倍
の
聞
き
が
み
ら
れ
る

7
y

し
か
し
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
水
車
が
米
揚
水
車
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
統
計
が
、
当

時
の
水
車
の
存
在
状
況
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
は
と
て
も
い
え
な
い
。
当
時
の
水
車
は
、
米
揚
以
外
に
も
、
前
出
の
製
糸
・
紡

績
・
抄
紙
(
製
紙
)
の
ほ
か
、
製
粉
・
油
絞
・
製
材
・
線
香
粉
製
造
・
揚
水
な
ど
、
多
方
面
の
用
途
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

極
端
な
場
合
に
は
、
水
車
は
む
し
ろ
米
揚
以
外
の
用
途
に
よ
り
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
機
業
地
で
あ
る
栃
木

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

県
足
利
郡
に
お
い
て
は
、
明
治
二
二
年
当
時
、
米
揖
水
車
の
八
九
に
対
し
て
、
織
物
業
に
関
連
す
る
撚
糸
水
車
は
そ
の
五
倍
に
も
あ
た
る

四
五

O
余
を
数
え
た
と
い
う
ハ
7
Y
あ
る
い
は
、
東
濃
の
窯
業
地
域
に
お
い
て
は
石
粉
陶
土
水
車
が
多
数
存
在
し
、
明
治
一
四
年
現
在
の
土

岐
・
可
児
・
恵
那
三
郡
の
計
は
、
米
揚
水
車
の
三
二
七
台
に
対
し
て
そ
れ
に
迫
る
二
二
四
台
で
あ
っ
た
(
8
)
O

そ
の
他
、
大
阪
府
下
、
生
駒

山
脈
西
斜
面
で
の
薬
種
柏
崎
水
車
の
凝
集
や
、

三
河
国
の
ガ
ラ
紡
水
車
の
群
生
な
ど
も
著
名
な
例
で
あ
る

(10

右
の
よ
う
な
事
情
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
筆
者
は
、

ま
っ
た
く
概
略
の
話
で
は
あ
る
が
、
明
治
時
代
の
水
車
は
総
数
の
七
割
ま
で
は

米
揚
水
車
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
す
る
。
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
を
資
に
し
た
以
下
の
分
析
結
果
も
、
そ
の
よ
う
な
制
約
の
中
で
導
き
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
断
っ
て
お
く
。

な
お
、
先
の
明
治
一
九
年
の
「
徴
発
事
務
条
例
」
の
改
正
に
対
応
し
て
、
東
京
府
で
は
府
達
で
も
っ
て
「
徴
発
事
務
取
扱
心
得
」
の
改

正
を
計
っ
て
い
る
が
、
そ
の
第
八
項
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る

av

水
車
場
ハ
数
棟
ア
ル
モ
一
構
内
ニ
ア
レ
ハ
一
箇
ト
算
シ
一
日
米
穀
一
石
以
上
ヲ
抱
一
容
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
算
入
ス
ヘ
カ
ラ
ス
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こ
の
項
文
の
後
段
の
説
明
は
、

日
産
精
米
量
一
石
以
下
の
小
規
模
な
米
揚
水
車
の
除
外
を
定
め
て
い
る
が
、
同
様
な
基
準
が
東
京
府
以
外
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の
府
県
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
審
か
に
し
な
い
。

明
治
ニ
四
年
版
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
統
計

『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
は
明
治
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
始
め
、
二
四
年
ま
で
九
回
連
続
し
た
あ
と
二
六
年
、
三

O
年
と
断
続
し
、
併
せ
て
計

一
一
回
の
刊
行
を
重
ね
る
が
、
そ
の
問
、
印
刷
・
記
載
・
表
示
の
方
法
や
収
録
内
容
な
ど
は
、
必
ず
し
も
一
定
の
基
準
を
守
つ
て
は
い
な

ぃ
。
た
と
え
ば
水
車
に
関
し
て
い
え
ば
明
治
二
二
年
版
で
は
採
録
さ
れ
ず
に
終
っ
て
い
る
。

筆
者
は
先
に
明
治
一
一
一
年
版
、
二
六
年
版
、
三

O
年
版
の
コ
百
年
分
を
取
上
げ
、
そ
の
水
車
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
主
と
し
て
府
県
別
に

若
干
の
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
が
(
弘
、
本
論
文
で
は
新
た
に
二
四
年
版
を
分
析
の
対
象
に
選
ぶ
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
明
治

二
二
年
の
市
制
町
村
制
施
行
の
あ
と
を
う
け
、
明
治
二
三
年
二
一
月
二
一
一
日
現
在
の
数
値
を
載
せ
る
こ
の
二
四
年
版
に
限
っ
て
、
合
併
後

の
市
町
村
単
位
の
数
値
と
と
も
に
合
併
前
の
い
わ
ば
大
字
〈
自
然
村
)
単
位
の
数
値
が
併
せ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
詳
細
な
数
値
は
唯
一
こ
の
年
次
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
他
に
は
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
二
三
年
版
ま
で
は
、
統
計
の
基
礎
単
位

は
、
た
と
え
ば
戸
長
役
場
の
所
在
す
る
町
村
中
心
で
括
ら
れ
た
連
合
町
村
で
あ
り
、

ま
た
二
六
年
版
以
降
で
は
合
併
後
の
市
町
村
単
位
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
に
関
す
る
統
計
欄
は
、
正
し
く
は
『
水
車
場
』
で
あ
っ
て
「
水
車
」
で
は
な
い
。
こ
の
概
念
の
違

ー
ド
今

ι
、

L
t
 た
と
え
ば
先
に
引
用
し
た
「
東
京
府
達
」
の
項
文
前
段
の
、
同
一
構
内
に
あ
る
場
合
は
数
棟
も
一
つ
の
水
車
場
と
み
な
す
と
い
う

規
定
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
が
、
棟
ご
と
に
水
車
が
備
わ
っ
て
い
た
と
し
て
、

「
水
車
場
」
に
複
数
の
「
水
車
」
が
存
在
す
る
よ
う
な
事

例
も
あ
り
え
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
下
の
分
析
で
は
そ
の
よ
う
な
状
況
は
無
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
。



(
一
)
水
準
の
大
局
的
分
布

右
に
も
述
べ
た
通
り
、
明
治
二
四
年
版
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
最
大
の
功
用
は
大
字
(
自
然
村
)
単
位
の
デ
ー
タ
が
え
ら
れ
る
こ
と

に
あ
る
。
本
論
文
も
そ
の
最
終
目
標
は
、
大
字
別
の
水
車
統
計
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、

た
だ
、
順
序
と
し
て
は
、
先
、
ず

水
車
の
大
局
的
分
布
状
況
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

水
車
台
数
の
集
計
結
果
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
三
年
二
一
月
一
一
二
日
現
在
の
水
車
の
数
は
全
国
で
四
万
七
八
二
五
台
に
達
し
て
い
る
。
そ

の
府
県
別
内
訳
は
表
1
に
み
ら
れ
る
通
り
、
総
数
の
一
一
%
を
占
め
る
長
野
を
筆
頭
に
新
潟
・
栃
木
・
山
梨
・
群
馬
・
福
島
な
ど
が
よ
位

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

に
並
び
、
中
部
地
方
東
部
か
ら
北
関
東
、
東
北
南
部
に
か
け
て
の
諸
県
が
水
車
の
卓
越
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
七
位
に

位
す
る
大
分
県
も
異
色
で
あ
る
。

一
方
、
沖
縄
県
に
は
水
車
が
皆
無
で
あ
る
。
な
お
、
府
県
別
の
考
察
に
際
し
て
は
、
明
治
二
六
年
に
実

施
さ
れ
た
三
多
摩
地
方
の
神
奈
川
県
か
ら
東
京
府
へ
の
移
管
を
先
取
り
す
る
形
で
、
東
京
・
神
奈
川
の
府
県
域
を
定
め
た
。
明
治
二
三
年

当
時
の
こ
の
こ
府
県
の
範
囲
だ
け
が
今
日
の
そ
れ
か
ら
み
て
著
し
く
懸
隔
し
、

一
般
に
な
じ
み
難
い
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
操
作

に
よ
っ
て
、
三
多
摩
地
方
分
の
水
車
五
一

O
台
が
神
奈
川
か
ら
東
京
へ
移
さ
れ
た
。

水
車
の
分
布
状
況
は
、

た
だ
単
に
絶
対
数
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
分
布
密
度
の
上
か
ら
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
1
に、

面
積
お
よ
び
人
口
に
対
す
る
水
車
の
分
布
密
度
を
府
県
別
に
示
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
面

積
に
比
し
て
水
車
の
分
布
密
度
の
高
い
の
は
、
仮
り
に
一

0
0
0平
方
キ
ロ
当
た
り
三

O
O台
以
上
の
府
県
を
挙
げ
る
と
し
て
、

五
O
O

台
を
超
え
る
山
梨
を
筆
頭
に
以
下
、
神
奈
川
・
栃
木
・
長
野
・
群
馬
・
大
分
・
東
京
と
い
っ
た
順
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
に
対
す
る
分
布

密
度
を
水
車
一
台
が
負
担
し
て
い
た
人
口
数
で
も
っ
て
示
せ
ば
、
山
梨
の
二

O
四
人
と
い
う
数
値
が
最
小
で
、
逆
に
い
え
ば
対
人
口
水
車

89 

分
布
密
度
は
最
高
で
あ
る
。
以
下
、
長
野
・
栃
木
・
群
馬
・
大
分
・
福
島
・
岩
手
ま
で
が
水
車
一
台
当
た
り
五

O
O人
未
満
で
あ
っ
て
、
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表 1府県見Ij水車分布

府県|水吋(持活)I同171府県|水車蛾|蕊;百戸時了
長野 5，474 404 209 東京 675 315 2，545 

新潟 2，827 225 599 山形 631 68 1，200 

栃木 2，783 432 256 鳥取 613 176 655 

山梨 2，253 506 204 埼玉 576 152 1，877 

群馬 2，204 348 335 富山 555 130 1，359 

福島 2，190 159 435 千葉 504 99 2，364 

大分 2，100 332 377 秋田 453 39 1，539 

静岡 1，840 237 589 高知 426 60 1，357 

岩手 1，516 100 443 島根 421 64 1，658 

兵庫 1，504 181 1，031 福井 407 101 1，483 

茨城 1，455 239 705 愛媛 379 67 2，446 

熊本 1，267 170 835 青森 339 35 1，608 

岡山 1，222 173 878 大阪 329 181 4，098 

岐阜 1，175 112 794 香川 320 173 2，102 

広島 1，117 132 1，181 石川 273 65 2，759 

神奈川 1，108 471 675 宮崎 266 34 1，567 

三重 1，049 184 883 奈良 251 67 1，995 

愛知 1，026 203 1，436 徳島 201 49 3，403 

宮城 921 127 816 和歌山 148 31 4，259 

山口 859 141 1，079 鹿児島 135 15 7，450 

滋賀 838 207 808 北海道 89 1 4，657 

福岡 837 169 1，477 沖縄 O 。
長崎 800 194 966 

京都 760 164 1，178 

佐賀 709 290 798 言十 47，825 125 857 

注 1) 東京・神奈川の数値は，三多摩地方の移管(明治26年)を先取りする形

で修正した。

2) 府県別人口は明治25年版『第11回 日本帝国統計年鑑~ (明治23.12.31.

現在)の現住人員によった。ただし，東京・神奈川に加減すべき三多摩地

方の人口は『明治22年・ 23年神奈川県統計書~ (明治23.12.31.現在)の

現住人員によった。

3) 府県別面積は，旧国別に代わってそれを初めて掲げた昭和5年版『第49

回 日本帝国統計年鑑』によった。



い
わ
ば
高
密
度
分
布
府
県
で
あ
る
。

水
車
の
大
局
的
分
布
の
考
察
を
、
府
県
別
か
ら
も
う
一
段
進
め
、
次
に
市
郡
別
に
検
討
し
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
当
た
っ
て
指
標
と
し

た
の
は
、
市
郡
ご
と
に
、
そ
こ
に
所
在
す
る
集
落
の
う
ち
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
集
落
が
水
車
を
備
え
て
い
る
か
を
算
出
し
た
、
市
郡
別
水

車
分
布
率
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
集
落
と
は
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
統
計
の
最
小
単
位
、
通
常
は
大
字
(
自
然
村
〉
で
あ
る
。
し
か

し
、
市
制
町
村
制
施
行
に
際
し
て
自
然
村
が
行
政
村
に
そ
の
ま
ま
移
行
し
た
場
合
も
若
干
あ
り
、
そ
の
場
合
は
行
政
村
単
位
の
統
計
し
か

得
ら
れ
ず
、
行
政
村
イ
コ
ー
ル
集
落
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
長
野
県
の
諏
訪
・
東
筑
摩
・
南
安
曇
・
北
安
曇
の
諸
郡
、
山
梨
県
の
西
八

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

代
・
北
巨
摩
・
南
都
留
・
北
都
留
の
諸
郡
、
新
潟
県
刈
羽
郡
な
ど
に
こ
の
傾
向
は
強
い
。
ま
た
、
市
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
市
は
市

そ
の
も
の
が
最
小
統
計
単
位
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
一
集
落
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
た
だ
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
各
市
に
つ
い
て

は
、
区
別
の
統
計
が
一
不
さ
れ
て
い
る
た
め
一
つ
の
区
を
一
集
落
と
し
た
。
な
お
北
海
道
で
は
市
に
相
当
す
る
の
は
区
(
札
幌
・
函
館
)
で

あ
る
。市
郡
別
水
草
分
布
率
と
は
、
右
の
よ
う
な
解
釈
に
立
っ
て
求
め
ら
れ
た
集
落
数
に
対
す
る
、
水
車
保
有
集
落
数
の
市
郡
ご
と
の
百
分
率

で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
を
五
O
%
以
上
の
高
分
布
率
市
郡
に
限
っ
て
図
示
す
る
と
図
ー
の
よ
う
な
状
況
と
な
る
。
ち
な
み
に
全
国
で
市
郡

総
数
は
八
三
五
で
あ
り
、
う
ち
分
布
率
五
O
%
以
上
の
市
郡
は
一
七
五
、
総
数
の
約
一
一
一
%
に
相
当
す
る
。

さ
て
図
ー
に
よ
れ
ば
、
水
車
が
高
い
分
布
率
を
示
す
の
は
、
|
|
府
県
別
に
関
し
て
述
べ
た
内
容
を
や
や
微
細
に
敷
街
し
、

さ
ら
に
若

干
の
地
域
を
追
加
す
る
こ
と
と
な
る
が
1

i
長
野
・
山
梨
の
全
域
、
新
潟
の
西
端
部
、
神
奈
川
・
東
京
・
埼
玉
の
西
縁
部
、
群
馬
の
ほ
ぼ

全
域
、
栃
木
・
茨
城
の
北
部
、
福
島
の
中
央
部
な
ど
を
中
核
と
し
て
、

さ
ら
に
宮
城
北
部
か
ら
岩
手
南
部
、
岩
手
北
部
、

お
よ
び
西
日
本

91 

で
は
大
分
の
西
南
部
・
熊
本
の
東
北
部
の
ほ
か
に
、
長
崎
の
東
縁
部
、
そ
の
他
、
岡
山
・
広
島
の
接
壌
部
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
分
布



。

水車保有集落数/集落総数X100

• _ >75.0% 

亙23>500%

分布察(明治23.12.31・現在)
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率
が
さ
ら
に
七
五
%
以
上
で
あ
っ
た
地
域
と
し
て
は
、
新
潟
県
西
頚
城
郡
か
ら
長
野
県
の
北
安
曇
郡
を
経
て
下
伊
那
郡
に
達
し
、

支
」
内
り
に

長
野
県
東
部
の
北
佐
久
郡
か
ら
南
は
山
梨
県
西
部
の
南
巨
摩
郡
、
東
は
群
馬
県
碓
氷
・
北
甘
楽
両
郡
へ
と
至
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
、
群
馬
県
東

部
の
利
根
郡
、
南
・
北
勢
多
郡
か
ら
栃
木
県
塩
谷
郡
に
か
け
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
、
岩
手
県
南
部
の
東
和
賀
・
胆
沢
郡
か
ら
気
仙
郡
に
か
け
て

の
ブ
ロ
ッ
ク
、
大
分
県
の
玖
珠
・
大
野
両
郡
な
ど
が
注
目
に
値
す
る
が
、
神
奈
川
県
西
北
部
の
津
久
井
郡
の
分
布
率
は
二
七
カ
村
の
す
べ

て
が
水
車
を
保
有
し
て
い
た
た
め
に
一
O
O
%
で
あ
る
。

な
お
市
に
関
し
て
い
え
ば
、
先
述
の
通
り
ほ
と
ん
ど
市
が
一
つ
の
集
落
と
し
て
扱
わ
れ
た
た
め
、
水
車
の
有
無
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
水

車
分
布
率
は
一
O
O
%
(
一
一
一
一
市
〉
か
O
%
(
一
九
市
)
の
い
ず
れ
か
と
な
っ
た
。
前
者
の
数
に
は
、
二
区
か
ら
成
り
二
区
と
も
に
水
車

を
持
っ
て
い
た
京
都
市
が
、

ま
た
後
者
の
数
に
は
、

四
区
か
ら
成
り
そ
の
い
ず
れ
の
区
に
も
水
車
が
皆
無
で
あ
っ
た
大
阪
市
が
、
そ
れ
ぞ

れ
含
ま
れ
て
い
る
。
唯
一
、
右
以
外
の
比
率
を
示
し
た
の
は
、

一
五
区
の
う
ち
三
区
の
み
に
水
車
が
所
在
し
て
い
た
東
京
市
で
あ
っ
て
、

そ
の
分
布
率
は
二
O
%
で
あ
る
。

(
二
)
集
落
別
水
車
分
布

さ
て
次
に
、
明
治
二
四
年
版
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
よ
っ
て
の
み
操
作
が
可
能
な
、
集
落
単
位
の
水
車
統
計
の
分
析
へ
と
進
も
う
と

思
う
。
こ
こ
で
い
う
集
落
と
い
う
概
念
は
先
に
ふ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
で
数
え
上
げ
ら
れ
る
集
落
の
総
数
は
、
全
国
で
五
万
九
六
三
八
に
達
す
る
。
そ
の
う
ち
水
車
を

保
有
す
る
集
落
は
一
万
五
七
三
九
で
、
全
体
の
二
六
%
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
国
の
集
落
の
う
ち
、

四
つ
に
一
つ
は
水
車
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

h-r-
、

ナ
'
ふ
i

一
万
五
千
余
を
数
え
る
こ
れ
ら
の
集
落
の
う
ち
、
そ
の
大
半
は
、

一
l
二
台
の
水
車
し
か
持
た
な
い
つ
づ
ま
や
か
な
集
落
で
あ



っ
た
。
す
な
わ
ち
、
水
車
一
台
持
ち
の
集
落
は
全
国
で
七
二
四
二
、
ま
た
二
台
持
ち
の
集
落
は
三
二
八
五
を
数
え
、
そ
の
比
率
は
水
車
保

有
集
落
に
対
し
て
前
者
は
約
四
六
%
、
後
者
は
約
二
一
%
で
あ
る
。
こ
れ
を
併
せ
れ
ば
六
七
%
に
も
達
し
、
水
車
の
分
布
状
況
は
、

商

で
は
、

い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
底
辺
的
な
集
落
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
傾
向
に
は
地
域
差
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
府
県
別
に
み
れ
ば
、
水
車
一
台
の
集
落
に
限
っ
て
も
、
福
井
・
和
歌
山
・
石

川
・
千
葉
・
富
山
で
は
そ
の
比
率
は
水
車
保
有
集
落
の
七
O
%
前
後
に
達
し
、
逆
に
山
梨
・
長
野
・
長
崎
で
は
そ
の
比
率
は
十
数
パ

I
セ

ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
市
郡
別
分
布
率
で
一
O
O
%
を
示
し
た
市
の
中
に
も
同
様
な
例
は
あ
り
、
高
岡
・
松
山
・
高
知
・
札

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

幌
は
水
車
一
、
横
浜
・
福
井
・
岡
山
は
水
車
二
を
持
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。

他
方
、
右
の
よ
う
な
底
辺
的
集
落
と
は
対
照
的
に
、
絶
対
数
ま
た
は
集
落
の
人
口
規
模
と
の
関
連
か
ら
、
驚
く
べ
き
多
数
の
水
車
を
擁

し
て
い
た
い
わ
ば
頂
点
的
な
集
落
も
あ
っ
た
。

筆
者
は
先
に
『
共
武
政
表
』
の
水
車
統
計
を
扱
っ
た
際
、
水
車
を
多
数
擁
し
て
い
た
集
落
を
析
出
し
て
こ
れ
に
水
車
集
落
と
い
う
名
称

を
与
え
た
。
そ
の
時
に
用
い
た
析
出
の
基
準
は
、

一
つ
は
、
水
車
の
絶
対
数
の
多
い
集
落
を
無
条
件
に
拾
お
う
と
す
る
意
味
か
ら
、
三
O

台
以
上
の
水
車
を
保
有
し
て
い
る
集
落
と
し
た
。
ま
た
第
二
に
は
、
水
車
台
数
は
そ
の
集
落
の
人
口
規
模
と
の
関
連
で
捉
え
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
人
口
に
対
す
る
水
車
の
分
布
密
度

l
一
台
に
つ
き
五
O
人
ー
を
基
準
と
し
、
こ
れ
が
五
O
人
未
満
と
な
れ
ば
、
水
車
が
高
密

度
に
分
布
し
て
い
る
水
車
集
落
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
こ
の
場
合
も
水
車
の
絶
対
数
を
あ
る
程
度
考
慮
す
る
必
要
を
感
じ
、
水

事
一
O
台
以
上
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
い
る

(90

こ
れ
ら
の
基
準
を
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
統
計
に
も
適
用
し
て
水
車
集
落
を
析
出
し
、
そ
の
分
布
状
況
を
描
い
た
の
が
図
2
で

95 

あ
る
。
ま
た
、
表
2
は
第
一
の
基
準
に
よ
る
水
車
集
落
の
う
ち
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
、

四
五
台
以
上
保
有
の
集
落
に
つ
い
て
の
み
表



../' 
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。
D 

@水車1台当たり人口20人未満の集落

。水車 1台当たり人口50人未満の集落

(ただし水車10台以上保有の集落について)

o *車30台以上保有の集落

分布(明治23.12.31.現在)
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水車の多かった集落 (45台以上)

1 ~ 1i 1*:$ ~t!l l 向台集 落|水車台数|当たり人
口(人)

郡

長崎 西彼杵 浦上山里村 134 58 

山梨 南巨摩 増穂村 112 91 

長野 東筑摩 島内村 94 44 
/1 北佐久 小諸町 86 96 
/1 諏 訪 上諏訪村 66 137 

/1 東筑摩 中山村 64 45 

栃木 河内 宇都宮町 64 470 

長野 東筑摩 島立村 61 56 

宮城 刈田 白石町白石 61 104 

兵庫 菟原 住吉村 58 54 

長野 下高井 平穏村 58 60 

福島 西白河 白河町 55 204 

高知 吾川 上八川村 53 51 

兵庫 神戸市 53 2，623 

山梨 中巨摩 松島村 52 47 
/1 南都留 瑞穂村 52 89 

静岡 志太 島田町 52 185 

山梨 南都留 明見村 50 67 

長野 南安曇 梓村梓村 50 82 

/1 小 県 長村 49 63 

/1 上高井 須坂町 49 92 

福島 耶麻 喜多方町 48 127 

山梨 南巨摩 五関村 47 46 

長野 小県 滋野村 47 78 

/1 北安曇 大町 47 92 

滋賀 滋賀 大津町 47 629 

長野 南安曇 南穂高村 46 64 

/1 下高井 夜間瀬村 45 88 

山形 山形市 45 629 

a，
&
 
表
「
配
|

府

り
五

O
人
未
満
の
ほ
か
に
二
五
人
未
満
の
場
合
を
特
に
区
別
し
た
。
そ
の
集
落
に
お
け
る
水
車
の
あ
り
ょ
う
は
、

示
し
た
も
の
で
あ

り
、
表
3
は
第
二
の

基
準
に
よ
る
水
車
集

落
の
う
ち
、
同
じ
く

二
六
人
未
満
の
高
密

度
分
布
集
落
に
限
っ

て
掲
げ
た
も
の
で
あ

る

な
お
図
2
で
は
、

第
二
の
基
準
に
関
し

て
、
水
車
一
台
当
た

五
O
人
で
あ
れ
ば
|
一
戸
五
人
と
し
て
l
一
O
戸
ご
と
に
一
台
の
水
車
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
五
人
で
あ
れ
ば
五
戸
ご
と
に
一
台
で
あ

た
と
え
ば
一
台
当
た
り

で
八
一
を
数
え
、
第
二
の
基
準
、

り
、
よ
り
濃
密
な
水
車
の
分
布
状
況
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
第
一
の
基
準
、
す
な
わ
ち
水
車
三

O
台
以
上
保
有
の
集
落
は
全
国

一
台
当
た
り
人
口
五

O
人
未
満
の
集
落
は
九
四
l
う
ち
二
五
人
未
満
の
集
落
は
一
五
ー
に
達
す
る
。
な

お
こ
れ
ら
八
一
集
落
と
九
四
集
落
の
中
に
重
複
す
る
も
の
が
九
あ
り
、

し
た
が
っ
て
図
2
で
数
え
ら
れ
る
水
車
集
落
は
一
六
六
で
あ
る
。

た
だ
こ
の
う
ち
の
表
2
の
筆
頭
に
あ
る
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
浦
上
山
里
村
に
つ
い
て
は
極
ゐ
て
疑
問
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
浦
上
山
里



村
の
水
車
台
数
は
他
の
年
次
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
を
追
跡
し
た
限
り
で
は

0
1四
台
の
聞
を
推
移
し
て
お
り
、
当
年
次
の
一
三
四
と

い
う
数
値
は
甚
だ
し
く
異
例
で
、
誤
記
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る

2
1
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(対人口)水車分布密度の高かった集落 (26人未満)

集 落|水明|当たり人|戸1 ~ yi 17JO![ ~lícl水車 1 台
口(人)

表 3
水
車
集
落
の
分
街
は
、

一
面
で
は
大
局
的
な
水
草
分
布
に
相
似
し
て
、
長
野
ハ
四
一
集
落
〉
、
山
梨
(
一
二
集
落
)
、
栃
木
(
一
四
集
落
)

な
ど
に
多
数
数
え
ら
れ

数

栃木 那須 高林村百村 13 3 112 

兵庫 菟原 六甲村水車新田 29 3 5 

岩手 北九戸 軽米村長倉 27 4 24 

茨城 真壁 真壁町山尾 38 10 59 

高知 安芸 室戸村領家 16 11 50 

兵庫 八部 湊村烏原村 24 11 86 

/1 菟 原 本山村田中村 22 13 57 

栃木 那須 親圏村滝沢 16 13 34 

群馬 吾妻 嬬恋村今井 24 14 59 

大分 大分 賀来村平横瀬 14 14 45 

滋賀 滋賀 滋賀村錦織 24 15 66 

静岡 富士 上野村馬見塚 18 16 50 

群馬 吾妻 嬬恋村袋倉 11 19 35 

愛知 南設楽 西郷村片山 11 19 51 

静岡 富士 白糸村半野 23 20 84 

神奈川 足柄上 南足柄村福泉 10 21 35 

兵庫 菟原 本山村野寄村 16 21 56 

群馬 吾妻 嬬恋村子俣 27 22 100 

静岡 敷知 富塚村和合 23 22 95 

新潟 西頚城 北早川村田屋 19 23 71 

静岡 富土 白糸村原村 21 25 95 

茨城 多賀 南中郷村石岡 21 25 98 

愛知 北設楽 稲橋村大野瀬 26 25 98 

長野 北佐久 南御牧村桑山 14 25 77 

福井 遠敷 野木村杉山 12 25 59 

郡府

注)兵庫県蒐原郡木山村野寄村は原表に野崎村とあるのを正しく

改めた。

る
。
と
り
わ
け
長
野
県
の

東
筑
摩
・
南
安
曇
郡
や
山

梨
県
南
都
留
郡
な
ど
で
の

集
積
状
況
は
、
注
目
に
値

す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か

し
反
面
で
は
、
必
ず
し
も

大
局
的
な
水
車
分
布
の
傾

向
と
は
合
致
せ
ず
、
岩

手
・
神
奈
川
・
長
崎
な
ど

で
は
水
車
集
落
の
存
在
は

取
る
に
た
ら
な
い
。
ま
た

逆
に
兵
庫
・
茨
城
・
静
岡

な
ど
の
一
角
に
は
水
車
集
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落
の
著
し
い
集
積
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
水
車
集
落
の
中
で
特
に
個
別
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
表
2
・
表
3
に
表
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
集
落
規
模

の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
数
十
台
も
の
水
車
を
擁
し
て
い
た
集
落
で
の
水
車
の
凝
集
状
況
は
、
他
を
は
る
か
に
圧
し
て
い
た
に
違
い
な
く
、

ま
た
、
人
口
規
模
に
比
し
て
高
密
度
に
水
車
を
擁
し
て
い
た
集
落
は
、
そ
れ
な
り
の
迫
力
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
表
2

に
あ
る
通
り
、
人
口
約
一
四
万
を
数
え
た
神
戸
市
に
お
い
て
は
、

五
三
台
の
水
車
も
一
台
当
た
り
人
口
は
二
六
二
三
人
と
な
っ
て
防
相
多
の

感
が
な
く
、
市
街
地
に
埋
没
し
て
い
た
状
況
が
あ
る
い
は
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
実
情
は
仮
製
地
形
図
の
「
神
戸
」
・
「
兵
庫
」
図
幅
に
よ

っ
て
も
、
神
戸
市
の
水
車
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
生
田
川
・
宇
治
川
な
ど
の
川
筋
に
、
六
甲
山
地
の
山
聞
か
ら
南
麓
扇
状
地
に
か
け
て
見

事
に
連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
が
視
覚
に
訴
え
る
と
こ
ろ
は
強
烈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

た
と
え
ば
表
3
の
上
位
の
三
集
落

ほ
ぼ
各
戸
に
一
台
ず
つ
の
水
車
が
備
わ
っ
て
い
た
驚
異
的
状
況
を
推
測
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
表
3
に
は
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
所
載
の
戸
数
も
併
せ
て
表
示
し
た
が
、
岩
手
県
軽
米
村
長
倉
の
例
は
正
に
そ
の
典
型
で

も

む

ら

あ
る
。
ま
た
、
栃
木
県
高
林
村
百
村
の
戸
数
一
一
一
一
は
、
村
の
人
口
四

O
人
か
ら
し
て
明
ら
か
に
原
典
の
誤
植
で
あ
り
、
筆
者
は
こ
れ
を

は
、
水
車
一
台
当
た
り
人
口
(
一
二

i
四
人
)
か
ら
み
て
、

原
稿
に
あ
っ
た
漢
数
字
一
一
一
一
の
誤
読
に
よ
る
も
の
と
想
像
す
る
が
、

そ
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
こ
れ
も
一
戸
一
台
の
例
で
あ
る
。
な
お
、

兵
庫
県
六
甲
村
水
車
新
田
は
戸
数
五
戸
に
対
し
て
二
九
台
の
水
亭
で
あ
っ
て
実
に
異
常
で
あ
る
。
水
車
一
台
当
た
り
人
口
三
人
と
い
う
数

値
は
人
口
一

O
O人
(
男
八
九
人
、
女
一
一
人
)
か
ら
由
来
す
る
。
こ
の
辺
の
事
情
は
後
段
で
改
め
て
ふ
れ
る
。

水
車
集
落
の
若
干
例

明
治
二
四
年
版
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
を
も
と
に
析
出
さ
れ
る
水
車
集
落
は
、
同
一
の
基
準
に
よ
る
『
英
武
政
表
』
時
代
の
そ
れ
と
一



O
年
ほ
ど
の
時
代
差
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
個
別
集
落
の
捉
え
方
に
幾
分
の
不
連
続
が
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
相
通
ず
る
例
も
か
な
り
み

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
山
形
市
(
|
|
町
)
、
福
島
県
の
喜
多
方
町
、
白
河
町
、
栃
木
県
宇
都
宮
町
、
長
野
県
上
諏
訪
村
、
須
坂
町
、
大
町
、

上
田
町
、
小
諸
町
、
山
梨
県
の
松
島
村
(
中
巨
摩
郡
)
、
谷
村
(
南
都
留
郡
〉
、
静
岡
県
の
島
田
町
、
兵
庫
県
の
住
吉
村
、
神
戸
市

(
1
|

区
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

筆
者
は
『
共
武
政
表
』
の
分
析
の
際
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
水
車
集
落
に
つ
い
て
は
実
地
に
調
査
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。
今
回

と
の
連
続
性
で
い
え
ば
、
す
で
に
山
形
市
、
白
河
町
、
上
田
町
、
小
諸
町
、
松
島
村
な
ど
に
つ
い
て
は
『
共
武
政
表
』
を
扱
っ
た
段
階
で

『徴発物件一覧表』の水車統計にみる利水状況

調
査
し
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
た
ハ
君
。
今
回
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
よ
っ
て
新
た
に
析
出
さ
れ
た
集
落
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
予
察

的
に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
た
次
の
事
例
を
報
告
し
よ
う
と
思
う
。

(
一
)
宮
城
県
白
石
町
大
字
白
石

宮
城
県
南
部
に
あ
る
白
石
町
は
、
西
は
奥
羽
山
脈
東
縁
の
鉢
森
山
断
層
崖
、
東
は
阿
武
隈
高
地
の
北
端
丘
陵
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
画
さ

れ
た
、
白
石
盆
地
と
い
う
名
の
断
層
角
盆
地
に
位
置
し
て
い
る
。
水
車
六
一
台
を
数
え
た
そ
の
主
邑
の
白
石
は
、
奥
州
街
道
の
宿
場
町
を

兼
ね
る
、
伊
達
藩
の
家
老
片
倉
家
三
万
二
千
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
。
城
は
盆
地
内
の
分
離
丘
陵
上
に
築
か
れ
、
城
下
は
そ
の
北
側
・
東

側
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
城
下
に
は
、

西
南
方
の
小
原
渓
谷
を
流
れ
出
て
き
た
白
石
川
か
ら
引
か
れ
た
水
路
(
小
堀
)
が
張
り
め
ぐ
ら
さ

れ
、
家
庭
の
生
活
用
水
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た

av
白
石
の
水
車
は
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
小
堀
に
掛
か
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
明
治
末

期
の
分
布
状
況
は
『
奥
州
白
石
温
麺
史
』
の
中
に
も
示
さ
れ
て
い
る

av

う
ー
め
ん

白
石
の
水
車
は
、
右
書
に
そ
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
通
り
、
白
石
特
産
の
温
麺
用
の
小
麦
粉
を
製
す
る
製
粉
水
車
と

101 

し
て
の
役
割
が
よ
り
著
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
車
の
機
能
は
精
米
に
も
あ
っ
て
『
白
石
市
史
』
は
こ
の
点
を
、
「
数
十
の
精
米
製
粉
用
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復元された白石の水車(昭和61年4月6日撮影)

の
水
車
」
が
白
石
の
水
流
を
利
用
し
て
い
た
と

述
べ
た
あ
と
、

さ
ら
に

明
治
三
十
二
年
に
は
水
車
挽
臼
六
三
基
、
揖

臼
五
二

O
基
と
、

一
O
年
前
と
比
べ
約
二
倍

と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
二
十
五
年
に
は
白

石
米
商
組
合
が
結
成
さ
れ
、
鉄
道
や
馬
車
を

利
用
し
て
関
東
北
部
か
ら
米
や
麦
類
を
集
荷

し
て
白
米
や
麦
粉
を
つ
く
り
上
げ
、
蒸
気

力
・
電
力
の
利
用
さ
れ
な
い
以
前
の
動
力
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

図 3

と
、
精
米
水
車
の
役
割
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い

る

av
こ
の
場
合
、
精
米
水
車
と
製
粉
水
車
の

割
合
、
両
者
兼
用
の
水
車
の
有
無
な
ど
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
一

O
年
先
立
つ
明
治
二

O
年
六
月
の
白
石
地
方
の
数
と
し
て
は
、
米
つ

き
水
車
三
五
、
粉
吋
ド
水
車
四

O
の
数
字
が
残
さ
れ
て
い
る

8
1
白
石
地
方
に
水
車
百
カ
所
以
上
を
数
え
た
と
い
う
旧
藩
時
代
の
状
況

に
ふ
れ
、
併
せ
て
「
地
の
利
を
得
て
い
る
水
車
屋
は
精
米
を
、
地
の
利
の
悪
い
と
こ
ろ
は
製
粉
を
生
業
と
し
て
い
た

8
ど
と
す
る
前
出

深
い
。

の
『
奥
州
白
石
温
麺
史
』
の
記
述
は
、
今
一
つ
具
体
性
に
は
欠
け
る
が
、
両
者
の
分
布
に
地
域
差
が
あ
っ
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
て
興
味
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関

図 4真壁町付近にみられる水車の凝集
(明治38年測図「真壁」図幅による。ただし山口恵一郎他編『日本図誌大系

東]LJ1(1972)， p. 137から複写。)

大
字
自
石
か
ら
白
石
川
沿
い
に
遡
っ
た
西
隣
の
大
字

蔵
本
に
、
松
田
製
粉
所
の
手
に
よ
っ
て
直
径
四
メ

1
ト

ル
、
幅
七

0
セ
ン
チ
の
下
掛
け
水
車
が
復
元
さ
れ
て
い

る
(
図
3
)
。
松
田
製
粉
所
で
は
昭
和
二
三
年
ま
で
、
こ

れ
よ
り
大
型
の
直
径
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
、

一
三
馬
力
の
水
車
を
用
い
、
製
粉
業
を
営
ん
で
い
た
と

い
う
。
た
だ
、
水
車
場
に
は
挽
臼
二
基
の
ほ
か
に
胴
突

き
臼
四

O
I五
O
基
の
備
え
も
あ
り
、
精
米
も
兼
ね
営

ま
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
(
号
。
ま
た
蔵
本
に
は
、
農
家

O
戸
程
度
が
共
同
使
用
す
る
八
日
規
模
の
精
米
水
車

も
あ
っ
た
と
い
う
。
町
方
の
白
石
と
旧
福
岡
村
の
一
大

字
蔵
本
の
違
い
は
あ
る
と
は
い
え
、
白
石
の
精
米
水
車

も
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
多
様
な
あ
り
方
を
し
て
い
た

も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

(
こ
)
茨
城
県
真
壁
町
一
帯

筑
波
山
地
・
加
波
山
地
の
西
斜
面
末
端
に
位
置
す
る

真
壁
町
お
よ
び
そ
の
付
近
一
帯
は
、
表
3
の
四
位
に
位
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す
る
真
壁
町
大
字
山
尾
の
ほ
か
に
も
同
町
大
字
国
村
(
水
車
一
台
当
た
り
人
口
三
六
人
)
、
紫
尾
村
大
字
羽
鳥
(
同
三
七
人
)
、
樺
穂
村
大

字
桜
井
(
同
四
二
人
)
な
ど
が
あ
り
、
水
車
集
落
の
凝
集
す
る
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
る
(
図
4
)
。

こ
の
地
域
に
多
数
の
水
車
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
豊
富
な
水
量
と
落
差
の
存
在
の
ほ
か
に
、
加
工
原
料
の
得
や
す
さ
、
製
品

市
場
へ
の
近
接
、
車
大
工
の
存
在
な
ど
が
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る

av
た
だ
、
当
地
の
水
車
の
用
途
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、

み

じ

ん

じ

よ

う

し

ん

米
揚
き
よ
り
も
む
し
ろ
徴
塵
粉
(
蒸
し
干
し
し
た
嬬
米
の
粉
)
、
小
麦
粉
、
上
穆
粉
(
日
干
し
し
た
白
米
の
粉
〉
な
ど
の
製
粉
で
あ
る
。

明
治
二
九
年
一
一
月
に
業
者
一
一

O
軒
を
網
羅
し
て
取
橿
め
ら
れ
た
「
水
車
営
業
組
合
規
約
上
ニ
付
契
約
正
木

a)」
の
内
容
も
、

「
小
麦

相
場
及
ヒ
粉
相
場
ニ
非
常
ノ
直
違
へ
:
:
:
」
と
か
「
小
麦
ヲ
持
参
シ
テ
小
麦
粉
ノ
引
替
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
:
:
:
」
と
あ
っ
て
、

専
ら
製
粉
関
係
の
事
柄
の
み
を
約
し
て
い
る
。

し
か
し
、
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
編
纂
趣
旨
か
ら
み
て
、
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
水
車
は
精
米
を
用
途
と
し
て
い
た
も
の
r

と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
祖
先
が
か
つ
て
の
水
車
営
業
者
で
あ
り
、
羽
鳥
で
現
在
も
水
車
製
麺
業
を
営
む
泉

広
治
氏
に
よ
れ
ば
(
図
5
)
、
以

前
の
水
車
小
屋
に
は
、
製
粉
用
の
挽
臼
一
つ
の
ほ
か
に
、

お
そ
ら
く
二
斗
入
り
の
胴
突
き
臼
八
つ
が
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
ハ
容
。
真
壁

町
一
帯
の
水
車
の
ほ
と
ん
ど
は
、

お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
形
の
製
粉
・
精
米
兼
用
水
車
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

(
三
)
兵
庫
県
六
甲
村
水
車
新
田

六
甲
山
地
南
麓
の
兵
庫
県
菟
原
郡
も
、
表
2
・
表
3
に
み
え
る
住
吉
村
(
水
車
五
八
台
)
、
本
山
村
大
字
国
中
村
(
水
車
一
台
当
た
り

人
口
一
三
人
)
、
同
村
大
宇
野
寄
村
(
同
人
口
一
一
一
人
)
の
ほ
か
、
精
道
村
大
字
芦
屋
村
(
水
車
台
数
三
一
台
)
な
ど
が
あ
っ
て
、
水
車

集
落
の
凝
集
地
域
で
あ
る
。
中
で
も
都
賀
川
沿
い
に
位
置
す
る
六
甲
村
水
車
新
田
は
、
先
述
の
通
り
、
戸
数
五
戸
に
対
し
て
二
九
台
の
水

車
と
い
う
特
筆
に
値
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
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天
保
年
間
の
記
録
と
伝
え
る
「
水
車
新
田
古
来
手
続
書

aど
に
よ

れ
ば
、
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
、
紀
州
那
賀
郡
野
中
村
の
郷
土
田
林
某

(現)真壁町羽鳥の泉広治水車(昭和61年4月5日撮影)

が
、
八
幡
村
・
篠
原
村
な
ど
六
カ
村
の
立
会
空
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
で

代
官
の
許
可
を
受
け
、
水
車
二
一
台
を
取
り
建
て
よ
う
と
し
た
の
が
水

事
の
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
「
験
岨
之
谷
間
巌

石
之
場
所
」
の
た
め
成
功
せ
ず
、

さ
ら
に
こ
れ
を
譲
り
受
け
た
摂
州
八

部
郡
東
尻
池
村
の
利
左
衛
門
も
失
敗
し
た
後
、
享
保
二

O
年
(
一
七
三

五
三
現
在
の
大
利
家
の
先
祖
に
当
た
る
五
右
衛
門
が
こ
れ
を
継
承
し
、

遂
に
水
車
の
取
り
建
て
に
成
功
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

た
だ
、
当
初
の
水
車
は
油
絞
り
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
当
新
田
の
水
車
の
数
は
享
保
二

O
年
の
一
一
一
台
に
始
ま
り
、

宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
に
は
一
九
台
、

さ
ら
に
天
明
三
年
(
一
七
八

一
二
)
に
は
二
五
台
を
数
え
る
ま
で
に
至
る
が
、
そ
の
種
類
は
「
油
稼
水

図 5

車
」
で
あ
り
、
「
米
一
香
水
車
」
は
よ
う
や
く
天
明
二
年
の
二
台
に
始
ま
る

に
す
ぎ
な
い
。

い
わ
ゆ
る
六
甲
山
地
南
麓
の
灘
目
絞
油
業
地
の
一
核
心
と
し
て
、
水

車
新
田
の
油
絞
水
車
は
最
盛
期
に
は
、
菜
種
一
万
五
千
石
、
綿
実
一
四
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四
万
石
を
扱
っ
た
と
い
う

8)0
し
か
し
、
絞
油
業
が
全
国
各
地
に
広
ま
り
、
運
上
水
車
と
し
て
の
特
権
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
灘
自
の

油
絞
水
車
は
灘
五
郎
の
酒
造
業
と
結
び
つ
き
、
米
揚
水
車
へ
と
転
換
を
遂
げ
て
い
く
。
水
車
新
田
の
「
油
稼
水
車
」
も
そ
の
よ
う
な
道
を

た
ど
っ
た
(
想
。

一
方
、
「
米
春
水
車
」
も
天
明
六
年
(
一
七
八
六
〉
に
は
五
台
、
寛
政
一
二
年
(
一
八

O
O
)
に
は
一
台
、
文
化
三
二
年

(
一
八
二
ハ
〉
に
は
三
台
が
増
設
さ
れ
て
計
一
一
台
と
な
り
、

さ
ら
に
天
保
一
四
年
三
八
四
三
)
に
は
四
台
が
新
た
に
加
わ
っ
て
計
一
五

台
に
達
し
て
い
る

8
3
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
で
の
二
九
台
の
精
米
水
車
は
、
本
来
の
「
米
春
水
車
」
と
転
換
し
た

「
油
稼
水
車
」
と
が

混
在
す
る
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
下
っ
て
大
正
八
年
に
は
、
水
車
新
田
の
酒
米
水
車
場
は
四

O

(
日
数
三
七

O
O
)
を
数
え
て
い
る
(
勾
〉
が
、

こ
の
数
は
二
五
台
の
「
油
稼
水
車
」
が
完
全
に
転
換
を
遂
げ
、

一
五
台
の
「
米
春
水
車
」
に

加
わ
っ
た
状
況
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
初
期
の
「
摂
津
国
蒐
原
郡
水
車
新
田
地
誌
詰
〉
」
に
よ
れ
ば
、
水
車
新
田
の
戸
数
は
八
戸
、
人
口
は
二
七
人
(
男
一
七

人
、
女
一

O
人
)
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
い
う
戸
数
五
戸
、
水
車
二
九
台
の
関
係
は
正
し
い
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
大
利
家
の
長
老
さ
か
ゑ
氏
(
明
治
三
四
年
生
)
に
よ
っ
て
も
、
灘
五
郷
の
酒
造
業
者
が
独
自
に
水
車
場
を
所
有
す
る
例
も
あ
っ
た

も
の
の
、
大
利
家
は
二
戸
で
五
カ
所
の
水
車
場
(
二
ニ

O
J二
O
O臼
規
模
)
を
所
有
し
、
こ
れ
を
一
臼
幾
ら
の
賃
貸
料
で
酒
造
家
に
一

年
ご
と
の
契
約
で
貸
し
て
い
た
と
い
う
〈
Mgo

他
方
、
水
車
一
台
当
た
り
人
口
三
人
(
正
確
に
は
コ
了
四
人
〉
を
生
み
出
し
た
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
人
口
一

O
O人
の
内
訳
は
、

男
八
九
人
、
女
一
一
人
と
い
う
異
常
な
性
比
で
あ
り
、
「
地
誌
」
に
比
べ
て
女
の
数
は
近
似
的
で
あ
る
が
男
の
数
が
異
様
で
あ
る
。
筆
者

は
こ
の
数
に
は
、
明
ら
か
に
水
車
場
へ
の
出
稼
者
の
数
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
。
周
知
の
通
り
酒
造
期
に
は
、
酒
蔵
と
と
も
に
米
揚

き
場
に
も
か
つ
て
は
多
数
の
季
節
出
稼
者
が
入
稼
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
年
酒
造
期
に
お
け
る
兵
庫
県
下
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、



酒
米
揖
き
の
水
車
場
五
四
カ
所
へ
の
出
稼
者
の
数
は
四
二
七
人
を
数
え
、

一
カ
所
平
均
約
八
人
と
い
う
数
で
あ
る

ay
『
徴
発
物
件
一
覧

表
』
調
査
時
点
は
明
ら
か
に
酒
造
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
戸
数
に
計
上
さ
れ
た
本
来
の
人
家
(
五
戸
〉
以
外
の
水
車
場
に
起
居
し
て
い

た
男
の
出
稼
者
数
十
名
の
数
が
、
水
車
新
田
の
人
口
の
中
へ
紛
れ
込
ん
だ
の
が
、
そ
も
そ
も
の
謎
の
根
元
で
あ
る
と
筆
者
は
み
て
い
る
。

(
四
)
兵
庫
県
湊
村
烏
原
村

烏
原
村
は
神
戸
市
の
背
後
、
六
甲
山
地
南
縁
の
山
間
に
あ
り
、
湊
川
の
上
流
の
一
つ
、
石
井
川
(
烏
原
川
)
の
つ
く
る
渓
谷
沿
い
に
位

置
し
て
い
る
。
烏
原
村
と
水
車
の
結
び
つ
き
は
、
皇
園
地
誌
編
纂
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
握
め
ら
れ
た
「
兵
庫
県
地
誌
」
に
も
す
で
に
言
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及
さ
れ
、
俣
津
国
第
壱
編
、

八
部
郡
第
拾
巻
に
当
た
る
烏
原
村
誌
に
は
、
そ
の
地
勢
と
民
業
の
欄
に
、
「
四
面
皆
山
ニ
い
シ
テ
耕
地
渓
流
ニ

沿
ヒ
テ
村
ヲ
ナ
ス
渓
流
多
ク
水
車
ヲ
設
ケ
春
碓
ヲ
以
テ
業
ヲ
ナ
ス
者
数
十
戸
因
テ
道
路
ヲ
修
シ
兵
庫
-
一
通
シ
牛
車
運
搬
ノ
便
ヲ
資
ク
」
と

か
、
「
水
車
ヲ
以
テ
業
ト
ス
ル
弐
拾
士
宮
戸
タ
リ
」
と
か
の
記
事
が
み
ら
れ
る

(80

右
の
村
誌
の
物
産
欄
は
、

わ
ず
か
に
「
米
穀
菜
種
等
ヲ
産
出
ス
(
お
よ
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
烏
原
村
は
線
香
粉
製
造
で
も
名
を
挙
げ

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
は
烏
原
村
は
明
治
二
九
年
に
神
戸
市
に
編
入
さ
れ
た
後
、
二

0
年
代
に
次
第
に
具
体
化
し
た
神
戸

市
の
水
道
事
業
計
画
の
も
と
で
水
道
用
貯
水
池
域
に
擬
せ
ら
れ
、
明
治
三
七
年
、
遂
に
湖
底
に
沈
む
運
命
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に

の
章
を
設
け
て
水
没
時
の
村
勢
に
ふ
れ
、

産
物
に
関
し
て
は
次
の
よ
う

刊
行
さ
れ
た
『
神
戸
市
水
道
誌
』
は
、
特
別
に

に
述
べ
て
い
る
。

梗
百
七
十
一
石
五
斗
、
橋
七
十
五
石
、
麦
百
九
十
石
、
大
豆
三
十
四
石
、
菜
種
十
七
石
六
斗
、
竹
八
百
束
、
薪
三
百
駄
、
線
香
料
粉
二
千
俵
(
肘
開
)
を

以
て
、
其
年
産
額
と
な
す
、
線
香
料
粉
は
楠
皮
を
細
末
せ
る
も
の
に
し
て
、
線
香
の
主
料
に
供
せ
ら
れ
、
木
村
産
す
る
所
は
、
品
質
佳
良
の
故
を
以

て
、
堺
、
京
、
坂
、
東
京
等
に
輸
出
し
て
需
用
甚
だ
段
む
な
り
(
号
。

「
烏
原
村
旧
観
」

107 

線
香
粉
を
揚
き
製
す
る
に
当
た
っ
て
水
車
が
用
い
ら
れ
る
事
例
は
、
福
岡
県
八
女
地
方
や
栃
木
県
今
市
・
日
光
地
方
を
は
じ
め
、
全
国
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の
線
香
粉
産
地
で
広
く
見
ら
れ
る
ハ
哲
が
、
烏
原
村
の
場
合
に
つ
い
て
も
そ
の
関
連
は
大
い
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、

『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
水
車
は
、
改
め
て
断
る
ま
で
も
な
く
、
精
米
水
車
に
限
っ
て
計
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
治
一
一
一
二

年
年
末
当
時
の
二
四
台
の
水
車
は
、
自
村
の
米
産
額
か
ら
す
れ
ば
そ
の
負
担
量
は
あ
ま
り
に
も
僅
少
で
あ
り
、
村
誌
に
も
い
う
、
牛
車
運

搬
可
能
な
道
路
が
兵
庫
へ
と
開
通
し
た
状
況
下
で
、
兵
庫
入
津
の
米
の
精
自
に
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。

先
に
引
用
し
た
「
烏
原
村
旧
観
」
の
章
は
次
の
文
言
で
も
っ
て
筆
を
閣
い
て
い
る
。

烏
原
の
村
名
A
7
尚
ほ
存
せ
り
と
雄
ど
も
、
住
民
既
に
遷
て
多
く
市
街
に
散
じ
、
其
集
団
せ
る
者
、
夢
野
(
筆
者
注
・
烏
原
の
隣
村
)
の
一
隅
只
僅
か
に

十
八
九
戸
あ
る
の
み
、
乃
ち
旧
部
落
は
尽
く
池
中
に
没
し
て
、
其
上
遥
か
に
距
て
数
戸
を
留
む
る
も
の
は
彼
の
我
監
理
所
員
公
舎
と
一
一
一
一
一
の
廃
屋
(
脚
駄
車
)

な
り
(
想
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
水
道
拡
張
事
業
計
画
の
も
と
で
、
烏
原
貯
水
池
の
堰
堤
も
大
正
四
年
三
月
に
九
尺
(
約
二
・
七
メ
ー
ト
ル
)
か
さ

上
げ
さ
れ
て
い
る
(
号
。
そ
の
結
果
、
右
の
廃
屋
も
水
面
下
に
没
し
た
の
か
、
現
在
池
畔
に
立
つ
案
内
板
は
減
水
時
の
水
車
石
臼
の
露
見
を

い
う
の
み
で
あ
る
。

i主(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

細
谷
新
治
二
九
七
回
)
『
明
治
前
期
日
本
経
済
統
計
解
題
書
誌
|
富
国
強
兵
篇
(
下
)
|
』
一

O
七
頁
。

同
右
二
ニ
五

I
一
一
ニ
九
頁
。

末
尾
至
行
こ
九
八

O
)
『
水
力
開
発
H
利
用
の
歴
史
地
理
』
一
一
一
頁
。

今
津
健
治
(
一
九
七
九
)
「
解
題
」
『
(
復
刻
)
明
治
十
六
年
徴
発
物
件
一
覧
表
上
』
一
一
一
良
。

中
沢
保
(
一
九
八
五
)
「
徴
発
物
件
一
覧
表
解
題
」
洞
富
雄
監
修
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

徴
発
物
件
一
覧
表
目
録
・
解
題
』
二
回
頁
。
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(
6
)

前
掲
注
(
3
)

一
三
ハ
四

t
三
七
一
頁
。

(
7
)

早
稲
田
大
学
経
済
史
学
会
編
(
一
九
六

O
)
『
足
利
織
物
史
上
巻
』
一
一
一
一
九
頁
。

(
8
)

出
水
力
・
末
尾
至
行
ご
九
八
四
)
「
東
濃
に
お
け
る
窯
業
水
車
の
実
態
調
査
及
び
歴
史
的
発
達
過
程
の
実
証
的
研
究
」
『
産
業
技
術
史
研
究
』

四
三
一
貝
。

(
9
)

和
田
俊
二
(
一
九
三
七
)
「
生
駒
山
脈
西
斜
面
に
お
け
る
水
車
の
地
理
学
的
研
究
」
『
地
理
論
叢
』
九
輯
。

農
商
務
省
(
一
九
一
九
)
『
三
河
水
車
紡
績
業
に
関
す
る
調
査
』

(
叩
)
前
掲
注
(
4
)

一一ニ

t
一
四
頁
。

(
日
)
前
掲
注
(
6
)

(
臼
)
前
掲
注
(
3
)

一一一

I
二
O
頁。

(
日
)
浦
上
山
塁
村
の
水
車
台
数
の
推
移
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
明
治
二
ハ
年
年
初
:
・

O
、
一
七
年
年
初
・

:
0、
一
八
年
年
初
・

:
0、

。
、
一
九
年
年
末
:
・
一
、
二

O
年
年
末
・
:
三
、
二
二
年
年
末
:
・

O
、
二
五
年
年
末
・
:
四
、
二
九
年
年
末
・
:
四
。

(
U
)

前
掲
注
(
3
)

一一一

1
四
八
頁
。

(
日
)
阿
子
島
雄
二
・
岡
崎
雄
四
郎
編
(
一
九
六
七
)
『
明
治
一

O
O年
白
石
風
物
誌
後
編
』
二
四
頁
。

(
凶
)
関
谷
宗
一
(
一
九
七
二
)
『
奥
州
白
石
混
麹
史
』
〈
『
白
石
市
史
2

特
別
史
〈
上
)
別
冊
』
)
五
五
九
頁
。

(
げ
)
白
石
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
ご
九
七
九
)
『
白
石
市
史
1

通
史
編
』
四
六
五
J
四
六
六
頁
。

(
時
)
前
掲
注
(
お
)
付
録
「
明
治
一

O
O年
白
石
刈
田
年
表
(
全
)
」
八
頁
。

(
四
)
前
掲
注
(
時
)
五
五
八
頁
。

(
却
)
昭
和
六
一
年
四
月
六
日
聴
取
。

(
幻
)
茨
城
民
俗
学
会
・
真
壁
町
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
(
一
九
八
六
)
『
真
壁
町
の
民
俗
』
一
一
八
頁
。

(
沼
)
紫
尾
村
(
現
真
壁
町
)
羽
鳥
、
泉
広
治
氏
蔵
。

(
お
)
昭
和
六
一
年
四
月
四
日
聴
取
。

(
M
)

水
車
新
国
(
現
神
戸
市
灘
区
大
土
平
町
)
、
大
利
家
文
書
。

(
お
)
灘
三
カ
町
村
神
戸
市
編
入
五
十
周
年
記
念
行
事
協
賛
会
二
九
七
九
)
『
な
だ
』
六
三
頁
。

一
九
年
年
初
・
:
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同
右
。

前
掲
注

(μ)

兵
庫
県
学
務
部
社
会
課
(
一
九
二
九
)
『
酒
造
関
係
稼
人
調
査
』
八
一
頁
。

大
利
家
所
蔵
文
書
。

昭
和
六
一
年
三
月
二
七
日
聴
取
。

前
掲
注
(
却
)
八
O
J八
二
頁
。

落
合
重
信
覆
刻
・
解
説
(
一
九
七
七
)
『
兵
庫
県
八
部
郡
地
誌
』
三

O
六
頁
、
三
一
回
頁
。

同
右
コ
二
四
頁
。

神
戸
市
役
所
(
一
九
一

O
)
『
神
戸
市
水
道
誌
』
八
二
五
頁
。

末
尾
至
行
(
一
九
八
六
)
「
願
出
文
書
か
ら
見
た
栃
木
県
水
車
の
盛
表
」
『
関
西
大
学
文
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
号
六
六
九

t
六
七

O
頁。

末
尾
至
行
・
出
水
力
(
一
九
八
四
)
「
北
部
九
州
の
水
車
の
現
状
に
つ
い
て
」
『
産
業
技
術
史
研
究
』
五
二

l
五
四
頁
。

前
掲
注
(
お
)
八
二
八

l
八
二
九
頁
。

神
戸
市
役
所
(
一
九
二
二
)
『
神
戸
市
水
道
拡
張
誌

"，.........--..--..--.............--......-...--..--..-... 

35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 
....................'-"......................-...-"-""-"'-"'''-'' 

(
お
)

(
幻
)

下
巻
』
一
一
七
頁
。




